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デ ンマークにおける子 どもケアと学校教育の連携について

沢 広 あ や

【要 旨 】

本論文では、デ ンマークにおける子 どもケア(1と 学校教 育の発展の中で、近年両者 をつな ぐ新 しい試みが行 われ

ていることに注 目し、その背景 と具体的な取 り組み について検 討す るものである。デ ンマ ークでは他の欧米諸国 と

比較 して子 どものケア制度が発達 し、多 くの子 どもが就学前後にわたってケア施設 を利用 している。ケア施設 はこ

れ まで学校 とは異なる独 自の社会的役 割 を担 ってきたが、近年では、学校教育 において も、改革 を通 じてケア施設

と活動 目的や目指 すべ き方 向が近 くなってきてお り、両者はB常 的なレベ ルで連携 する ようになって きている。 そ

してこの連携を支 えるのが、ケア施設 で働 く専門家のペダゴウ(padagog)であ る。彼 らが学校教育の中で どのような

役割 を担 っているのか、 また連携が子 どもの学習や生活に どのような意味 を与えるのか、 とい う点に注 目し、連携

の意義 と可能性 について考察 している。

はじめに

デ ンマ ー クで は、他 の 欧米 諸 国 と比 較 して子 どもケ ア制度 が発 達 し、 多 くの子 ど もが就 学前 後 にわた っ

て ケア施 設 を利 用 してい る。 また、 ケ ア施 設 で働 くペ ダゴ ウ(padagog)は 、高 等教 育 レベ ルの 専 門教 育 を受

けて お り、彼 らが 子 どもケ ア を担 ってい る。 ケ ア施設 及 びペ ダゴ ウの歴 史 は古 く、学校 教 育 とと もに子 ど

もの生 活 に深 く関 わ って い る。 しか し近年 、 これ まで別 々の 組織 で あ った学校 とケ ア施設 をつ な ぐ試 みが

行 わ れ始 めて い る。具 体 的 には、 学校 の 中 にケ ア施 設 で働 くペ ダ ゴウが 入 り込 み 、授 業 を担 当 した り、子

ど もの様 子 に つい て教 師 と話 し合 っ た りす る とい う。 これ までは全 く異 なっ た 目的 を もって いた学 校 とケ

ア施 設 が、 ペ ダ ゴウ を介 して連携 を とる よう にな ったの であ る。

しか し、 この よ うな取 り組み は突 然行 われ る よ うにな った ので は ない。本 来 な らば全 く別 の役割 を担 っ

て い る と思 われ る学 校 とケ ア施 設 は、社 会の 変化 と ともに ゆっ く りとそ の 目的 を変 化 させ て きて いる。

そ れで は、 デ ンマ ー クの学校 とケ ア施設 の役 割 や 目的 は どの ように発展 し、 そ して、両 者 の 目的 の違 い は

どの よ うな方向 を向い て いる のだ ろ うか。 これ らの点 に注 目 し、本 論文 で は学 校教 育 と子 ど もケ ア をつ な

ぐ役 割 を担 うペ ダゴ ウの具 体的 な活 動 に も触 れ なが ら、教育 とケ ア をつ な ぐ活 動 の 目的 と方向 性 につ いて

検討 す る。

先行研究と本研究の意義

デ ンマ ー クの子 ど もケア制 度 につ いて は、い くつか の先 行研 究が あ る。一方 、ペ ダ ゴウ に関す る研 究 は、

まだあ ま り十 分 に は行 われ てい ない 。例 え ば、 デ ンマ ー クの就学 前 の子 ど もの ため の ケ ア制 度 に関 して は

山本(1998、2002)に 詳 しいが 、ペ ダゴ ウの具 体的 な役 割 につ い ては述 べ られ てお らず 、 ケ ア制度 も主 に

就学 前が 中心 で あ る。 また、 林Q998、2000)は 、 デ ンマ ー クのペ ダゴ ウにつ いて 、現 地で の調 査 に も と

つい た研 究 を行 って い るが、 ペ ダ ゴ ウを就 学 前 の子 ど もの ケ ア施 設 で働 く者 と して 限定 してお り、就 学児

童 を も対象 と した役割 が あ る こと まで は明 らか に してい ない。一方 デ ンマ ー クの学校 教育 に関す る研 究 も、

そ の ほ とん どが 視 察 に も とつ い た報 告 書 や学 校 教 育 制 度 につ い て の概 要(中 嶋 、1985)、 歴 史(松 村 、

1976)に 関す る研 究 に と どまつ てい る。

そ こで 本研 究 では 、 まず、 デ ンマ ー クの子 ど もケ ア制度 の 特徴 につい て、 欧米 を中心 と した他 の 国々 と

比 較 してそ の特 徴 を描 き出 し、 ケ ア制度 が 杜 会の 中 で どの よう に位 置 づ け られ て きた か を明 らか にす る。

次 に、子 どもケ ア と学 校教 育 そ れぞ れの社 会 的役割 の変 化 と近年 の特 徴 につ い て整 理 し、そ れぞ れの役 割

が明確 に区別 されて いた状 況 か ら、互 い に歩 み寄 る ように なっ て きた現状 につ いて整 理 す る。 そ して、 な
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ぜ ケ ア制 度の もとで働 くペ ダ ゴウが 、今 日、 学校教 育 現場 で 活躍 す る こ とにな った のか 、そ して彼 らが学

校 教 育の 場で 果 たす役 割 とは何 か、 それ は教 師 の役 割 とは どの よ うに異 な るの か、 とい うと ころ まで踏 み

込 ん で述べ て い く。

1.子 どもケアに関する国際比較

(1)ケ ア サ ー ビス の 特 徴

子 どもケ ア及 び子 どものい る家 族 に対 す る各 国の制 度 はそ れ ぞれ大 き く異 な って い る。デ ンマー クは 一

般 的 に は他 の北 欧諸 国 と制 度 が類 似 してい る ため 、 その 特徴 が ひ と く くりに して述べ られ る こ とが多 い α

で は 、 ヨー ロ ッパ の 中で も北 欧諸 国 の子 どもケ ア制度 に どの ような特徴 があ る のか 、複数 の研 究 に よる分

類 を もとに簡単 に述べ た い。

まず、 ペ ン(1998)に よる と、 ヨーロ ッパ諸 国 の子 ど もケ ア制 度 は 、一般 的 に4つ のパ タ、一 ンに分 類 され

る とい う。 彼 女 に よれば 、 ユ)ユ ニバ ー サル な福 祉政 策 に もとつ く北 欧諸 国 、2)教 育制 度 をベ ー ス と し

たスペ イ ン、 イ タ リア、3)3歳 以 下 の ケ ア制 度 と3歳 以 上 の教 育制 度 をは っ き り区別す る フラ ンス、ベ

ルギ ー、4)ケ ア制 度 と教 育制 度 が部 分的 に重複 しなが らも、サ ー ビス は一貫 性 が な く分 断 されて いる イ

ギ リス、 ア イル ラ ン ド、 オ ラ ンダな どとい う よう に分 類 され る。 ペ ンに よって提 示 され た この分類 は、彼

女 がEuropeanCommissionChi萱dcareNetworkに お い て、各 国 の子 どもケ ア制度 の特 徴 を調査 し、 それ ぞれ の

比較 を行 って明 らか に した もの で あ る。

次 に、公 的 な ケアサ ー ビス とそ のサ ー ビス を受 け る子 どもの年齢 との 関係 につ い て、 ア ン トネ ン とシ ピ

レ(1996)に よる分類 を見 てみ る。 彼 らは ヨー ロ ッパ 諸 国 にお い て、公 的 な子 ど もケ アサ ー ビスが どの よ う

に分類 で きるか 、 また各 国が3歳 以下 の子 ど もとそ れ以 上の子 ど もに対 す るサ ー ビス におい て、公 的な責

任 と私 的 な責任 の境 界線 を どこで 引い て いるの か 、とい う視点 か ら分 類 を行 って い る。その分 類 に よれ ば、

1)3歳 以下 か ら就学 児童 まで全 体 的 に多 くのサ ー ビス が利 用 で きるデ ンマ ー ク、 フ ィ ンラ ン ド、 ス ウェ

ーデ ン、2>3歳 以 下か ら就 学児 童 まで全 体 的 に限 られ たサ ー ビス しか利 用 で きないポ ル トガ ル、 スペ イ

ン、 ア イル ラ ン ド、 ドイツ な ど、3)3歳 以 下 の子 どもに は多 くの サ ー ビス が あ るが、就 学 児童 には限 ら

れた サ ー ビス しか提 供 され ない フ ラ ンス 、ベ ル ギ ー、 イ タ リア、4)就 学児童 に対 す る公的 な サー ビス は

多 いが 、3歳 以下 の子 ど もに対 す る公 的 なサ ー ビス は限 られ て お り、期 間が 短 い とい うオ ラ ンダ、 イギ リ

ス、 ノル ウェー とい う区 別 を行 って い る。 この分類 に よって 、 ア ン トネ ンらは ノル ウ ェー を除 く北 欧諸 国

が 、公 的 な子 どもケ アサ ー ビス を年齢 に限 らず提 供 して い るの に対 し、例 えば ポル トガル、 ス ペ イ ンな ど

は家族 に よるケ アモ デル が特徴 的 で ある と述べ て い る。

(2)家 族 政 策 と子 ど も ケ ア の 関 係

公 的 な子 ど もケ ア制 度 が どの程 度供 給 され 、 また私 的 な責 任 あ るい は家族 によ る責 任 が どの程 度 求め ら

れ て ㌣・るの か 、 とい う区 分 は 、 各 国 の 家 族政 策 を 参照 す る こ とで も明 ら か にで き る。例 えば 、 コル ピ

(2000)は 、 「ジ ェ ンダー と階層 が どの程 度 不 平等 の モ デ ル に貢献 す るか」 とい う論 文 の 中で 、福 祉 国家 が

家族 政 策 に どの よ うな関 わ り方 を してい るか とい う議論 を行 っ てい る。 コル ピはそ の中 で、3つ の典 型 的

なジ ェ ンダー化 され た家族 政 策モ デ ル を提 示 してい る。即 ちそ れは 、1)一 般 的家族 サ ポ ー ト型 、2)共

働 き家 族 サポ ー ト型 、3)市 場 優先 型 で あ る。一般 的家族 サ ポ ー ト型 で は、 古典 的 な性役 割 に もとつ く家

族 形態 をモデ ル と した公的 支援 が行 われ、 共働 き家 族 サ ポ ー ト型 で は、 両親 と もに労 働市 場 に参加 して い

る こ とを前 提 と した公 的支 援が な されて い る。 そ して市 場 優先 型 で は、個 人 が私 的 に子 どもケ アの問題 を

解 決す る ことが求 め られ てい る とい う。 コル ピは18ヶ 国 の家族 政 策 の中 か ら、主 に、3歳 以 下 の子 どもの

公 的 ケ ア制 度 、有給 の産児 ・育児休 暇 制度 、就 学児 童 の ケ ア制 度 な どを取 り上 げて比 較 し、各 国 の制度 を

分 類 して い る。 それ に よる と、共働 き家族 を最 も支援 す る制度 を持 つ国 と して 、 まず 北 欧諸 国が挙 げ られ

てい る。 また 、一般 的 家族 サ ポ ー ト型 を フ ラ ンス 、ベ ル ギー 、 ドイ ツな どと してい る。 さらに、市 場優 先

型 の 国々 と して、 イギ リス、 日本 、 ア メ リカな ど を挙 げ 、 これ らの国 々 は共働 き家族 を最 も支 援 してい な
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い と結論付 けて いる。

これ らの分類 に よって 、北 欧諸 国の 子 ど もケ ア制 度 の特徴 は以 下 の ように説明 で きる。

1)教 育 で はな く福祉 や家 族政 策 に も とつ いた 政策 で あ る

2)子 ど もの年齢 に関係 な く公 的 なサ ー ビス を整 えて い る

3)家 族 政策(子 ど もの ケ ア制 度 を含 む)が 共 働 き家族 を前 提 と して いる

2.デ ンマークのケア施設の発展

(1)ケ ア 施 設 の発 展

次 に、 デ ンマ ー ク社会 で ケ ア制度 が どの ように発 展 して きた のか とい うこ とにつ いて 、簡単 に整理 す

る。 まず 、子 ど もの ため の施 設 は、 もと も、と19世 紀 に貧 しい家 庭 の子 ど もを、 親 が働 いて い る昼 間 に預 か

る保護 施設 として、都 市 を 中心 に設立 されて いた 。一 方で1870年 には 、裕福 な家庭 の子 ど もが 昼 間教 育 を

受 け るの を 目的 と して幼稚 園が 設 立 され てい る。 これ らの幼 稚 園 は、 ドイツの フ レー ベル や イ タリア のモ

ンテ ッソー リの影 響 を受 けた 人 々に よって 設立 され、独 自に運営 され てい た。・その 後1902年 には 、子 ども

の家庭 背景 に関 わ らず 、全 ての子 ど もが利 用 す る こ とを目的 と した幼稚 園 が コペ ンハ ーゲ ンに設 立 され る。

この幼 稚 園 もフ レーベ ル の影響 を受 けた人 々 に よって 設立 され 、 い くつか の職 業組 合 や政党 に よって支援

を受 けて始 め られ てい る。

これ らの幼稚 園 は やが て国 の支援 を受 けて運営 され る よ うにな る。1920年 代 か ら40年 代 にか けて は、 国

の予算 案 の 中 に施設 の 運営 費 だ けで な くく 新 た に施 設 を設 立 す るた めの 費用 も認 め られ る よ うに なっ た。

しか し、本 格的 に国 に よる支援 を受 け運営 され る よ うにな るの は第二 次世 界大 戦後 で あ ρた。

1950年 代 か らは、多 くの 女性 が労 働市 場 に参 加 し、 それ に従 っ て ます ます 多 くの子 どもが 、昼 間施 設 に

預 け られ る ことに な る。そ れ と並行 して 、 デ ンマ ー クで は福 祉 国 家設 立 の ため の様 々な法律 が制 定 され 、

労働 者 の ため の権利 、特 に女性 の ため の権利 が法 律 で認 め られ る よ うにな る。多 くの女性 が 労働 市場 に参

加 す る ように なっ た こ ととこれ らの こ とが 合 わ さ り、デ ンマ ー クで は、特 に1960年 代 か ら70年 代 にか けて 、

子 どものた めの 公的 な ケア施 設 の数が 増大 す る よ うにな る。

(2)生 活 支 援 法

そ して1976年 には生 活支援 法(Lovomsocialbistand)が 施 行 され る。 この法 律 は石黒 に よる と、 「社 会

サ ー ビス の対象 を 『高齢 者』 『児 童 』 な どの カテ ゴリー 別 に分 け る方法 か ら国民 すべ て をサ ービス の対 象

とする方 法 に転換 」 した画 期 的 な法律 で あ る(石 黒199939頁)。 この生 活支援 法 で は、子 ど もの ケ アにつ

い て、各 自治体 が ケア施 設 を必 要 とす る子 どもに対 してそ れ を整 備す るこ とを保証 す るこ と、そ のサ ー ビ

ス 内容 につ いて責 任 を負 うこ と、 そ して 障害 者や そ の他特 別 な支援 が 必要 な子 ど もを含 む、全 て の子 ども

の支援 とな るサ ー ビス を提 供 す る こ とな どを定め て い る。 また、生 活 支援 法 で は、 この法律 に も とつ く支

援 は、そ れ を受 け る個 々の対 象者 の ニ ーズや状 況 を もとに提 供 され るべ きで ある と規定 してい る。つ ま り、

子 ど もが 両親 の就 労 の有無 や一 人親家 庭 な ど、家 庭 の状況 に応 じて、 全 て一 定 レベ ルの社 会 的サ ー ビス を

受 ける権 利が 保証 され てい る とい うこ とであ る。 この よ うに、子 ど も自身が独 立 した存在 と して政 府 か ら

必 要 な支援 を受 け られ る とい うこ とが 生活 支援 法 に定 め られ た。 この 生活 支援 法 が定 め られ た頃 か ら、ヶ

ア施 設 の役 割 が変 化 し始 め る。

(3)・ ケ ア 施 設 の 役 割 の 変 化 と近 年 の 傾 向

1960年 か ら70年 代 にか け て子 どもの ための ケ ア施設 が増 加 した背景 には、既 に述べ た よ うに、 ますま す

多 くの女性 が 労働 市場 へ参 加 す る よう にな った こ と と関係 が あ る。 これ は独 身女性 だけで な く、既 婚女 性

も、子 ど もが い て も引 き続 き労働 市場 に参 加 して い る こ とを意味 して い る。 ケ ア施 設 がで きた当初 は 、そ

の 目的 と して、 母 親の 子育 て の責 任 を代 わ りに引 き受 け る もの であ ったが 、 その 後 は 「労働 市場 の発 展 」
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と 「親 の生 活、 権利 の保 障」(Winther1999p.81)の ため に必 要 とされ て きた。 そ して同 時 に産 児 、育児 休

暇 や児 童手 当制 度 な ど、子 ど もを育 て る家族 に対す る様 々な社 会制 度が 整 え られ てい く。 これ らの制度 は

結 果 的 には共働 き家族 を想 定 した もの となる。 そ して子 ど もの ケ アは、 もはや母 親 の代 わ りとい う役割 で

はな く、親 の権 利 、 または家 族 の権利 と して位 置 づ け られる よ うに なる。

1990年 代 に入 る と、 今度 は子 ど もケア、特 に就学 前 の子 どものケ ア は、子 ど もの将 来 の教育 機 会の もと

と なる重 要 な時 期 の ケア として世界 的 に認識 され る よ うにな る。そ して 、単 に子 ど もを親 が仕 事 を してい

る間 に預 ける場 所 と して位置 づ け るの で はな く、子 どもへの 教 育的影 響 や、将 来 の様 々 な能力 を発 達 させ

るた めの重 要 な期 問 と して位 置 づ け られ て くる。デ ンマ ー クにお い て もこの よ うな影響 は み られ、例 えば、

保 育所 の指 導要 領 を規 定す る動 きや、幼 稚 園学級 を1年 生ヘ ス ム ーズ に移行 す るた めの準 備期 間 と して位

置 づ け、遊 びの 中 に アル フ ァベ ッ トや計 算の練 習 を取 り入 れ るな どの動 きがで て きてい る。

さらに学 習面 だ けで な く、子 ど もの社 会性 を養 う とい う面 か らも、早 い時期 か ら同年齢 の子 ど もと生 活

す る こ とが よい影響 を与 える と も考 え られ てい る。 今 日の ケ ア施 設 の役 割 は、 この ように、子 ど もの様 々

な能力 を発 達 させ るた め の場 と して認 識 され、 「子 ど もを中心 に」 とい うス ロ ー ガ ンを も とに行 われ てい

る。そ れ は、就 学前 後 の時期 を子 ど もの発 達 の重 要 な時期 と捉 えた考 え方 を も とに して い る とい え る。

(4)今 日の ケ ア 施 設 の 種 類 ・

現 在 デ ンマ ー クに は様 々な子 ど もケ ア施設 が あ る。1998年 で は1歳 か ら3歳 の子 どもの うち、家 庭 的保

育(2の 利用 が45%、 統 合保 育所 、 共 同保育 所 が14%、 乳幼 児託 児 所 が12%で あ る(3。3歳 か ら5歳 まで

の 子 どもで保 育所 を利用 して い るの は58%、 統 合保 育所 、共 同保 育所 が33%で あ り、 この 年齢 にな る と、

実 に90%以 上 の子 ど もが ケ ア施設 を利用 して いる(OECD2001)。 そ して早 け れば5歳10ヶ 月 か ら フォル

ケ ス コー レ(fdkeskole)(4に 設 置 され てい る幼 稚 園学級(bornehaveklasse)に 入学 す るこ とが で きる。一

般 的 には子 ど もは満6歳 頃 か ら幼 稚 園学級 を利 用 す るが 、 この 利用 率 は98%で あ る。

幼 稚 園学 級 は午前 中で終 了す る ため 、午後 は地域 にあ る 「余 暇の 家」 と呼 ば れる学 童保 育所 や 、統合 保

育 所 、 または学 校 内 に設置 されて い る学 童保 育 所で 、夕 方親 が迎 えに来 る まで過 ごす 子 どもが多 い。 これ

らの放 課後 施設 は 自治 体 に よって その種 類 が異 な るが、 利用 で きるの は、概 ね幼 稚 園学級 か ら3年 生 まで

の 子 ど もで あ る。就 学 児童対 象 の こ う した ケ ア施 設 は、1990年 には6歳 か ら9歳 の子 ど もの43%が 利用 し

て い たが 、2000年 に は79%へ と大 幅 に上昇 してい る(DanmarksStatistik,2002)。 利 用 す る子 どもの数 が増

加 してい る背 景 に は、 多 くの 親が パ ー トタイ ム も含 め て働 い てい る こ と、家 族形 態 や親 の役 割 観 の変 化、

そ して、子 ど もの社 会性 や様 々な能 力 を発達 させ るため には、 ケ ア施 設 を利 用す る こ とが よい と考 え られ

て い る こ とな どが挙 げ られ る。

3。 学 校教 育 制 度 とペ ダゴ ウとのつ なが り

(1)学 校 教 育 制 度 の 変 遷 と近 年 の 傾 向

デ ンマ ー クで は1972年 に9年 制 の学 校制 度 が 確 立 した(5。 フ ォル ケ ス コー レで は 、幼稚 園学級 か ら10

年 生 までが 設置 され てい る。幼 稚 園学級 と通 称0年 生 とも呼 ば れて お り、子 ど もが保 育所 で の生活 か ら学

校 で の生 活 に慣 れ る ため の期 間 と して位 置づ け られて い る。 また、10年 生 は、例 えば将来 の進 路選 択 に も

う少 し時 間 を要 した り、 中等 教 育機 関(普 通 科高 校 、商 業 ・工業 高校 な ど)へ 入学 す る前 に まだ十 分学 べ

て い ない生 徒 のた めの もの であ る。 幼稚 園学 級 、10年 生 は と もに選択 制 であ るが 、近 年で は幼 稚 園学級 で

g8%、10年 生で も60%の 子 どもが通 って い る(Undervisningsministeriet,2000)。

1972年 に現 在 の ような9年 制 の学校 制 度が 確 立 された が、 まだ この当時 は8、9年 生 の い くつか の教 科

で は、 生徒 を レベ ル分 け して授 業が行 われ てい た。1975年 の フォル ケス コー レ法 の改定 で もこの レベ ル分

けの方 針 は残 ったが 、 この 頃か ら学校 教 育 にお いて 、子 どもた ち に民 主 的 な教 育 を行 お う とい う動 きが 起

こっ て くる。例 え ば イェ ラ ング(1996>に よる と、1956年 の学 校改 革 時 には 「生徒 の能 力 や素 質 を発 達 さ

せ 、被 らの特 質 を強 化 し、有 用 な知識 を与 える」 とい う旧来 の教育 観 に とらわれ てい たが1975年 の法 律 で
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は 、そ の第一 条 に ミ生徒 が 「個 々人 の全 体 的 な発 達 を助 け る ため に必 要 な、 知識 、 能力 、物 事 に取 り組 む

方 法、 そ して 表現 方 法 を獲 得で きる」 可能 性 を持 つべ きで あ り、学校 は 「生徒 が民 主 的 な社 会 に参加 し、

共感 で きる よう に準 備 し、 共通 の課 題解 決 に向 け て、責 任 を持 て る よ うにす る こ と、 そ して、授 業 や学校

で の 日常 生活 は、知 的 自由 と民 主主義 に則 って い なけれ ば な らない」 と定 め てい る(Jerlangl996,p.219)。

そ の後1970年 代 後半 か ら80年 代 にか け ては 、経 済成 長 の低 下 、失 業 率の 上昇 、 科学 技術 の進歩 な どか ら、

人 々は学 校 での教 育 に、社 会で 有用 な 人物 となる ため に必 要 な こ とや、 専 門性 を重視 した教 育 を期待 す る

よ うにな った。 また同時 に高等教 育 を受 け る こ とを 目的 に、普通 科高 校 や その他 の後 期 中等 教育 機 関へ進

学 す る者 の割 合 も増 加 して くる。 しか しそ の一方 で 、学 校 の時 間割 や構 造 につ いて は、 イ ェ ラン グに よる

と 「重930年代 の もの と驚 くほ ど同 じ」(Jerlangl996,p.220)で あ った 。学 校 の時 間割 や 構造 につ い ては 、

1990年 代 の フ ォル ケス コー レ法 の改正 で議 論 され る こ とにな る。

1993年 に改 正 された フ ォル ケス コー レ法 で は、各教 科 の枠 組 み を超 えた学 習 を重視 す る よ うにな る。 さ

らに、生 徒個 人 の能 力 開発 に焦点 が 当 て られ 、一 人 ひ と りの 子 どもの能 力 に応 じた指 導 や、 多動性 の 子 ど

も、学 習 障害 が あ る子 どもな どを少 人数 の グル ー プに分 け、 専 門の教 育 を受 け た教師 を配 置 す るな どの方

法 もとられ る よ うにな った。 この よ うに、 これ まで の クラス や授 業の 枠組 み 、教 科の 編成 に手 を加 え始 め

たの が1990年 代 の教育 改 革の 特徴 で あ る。 この背 景 には 、例 え ばエ ーゲ ル ン ド(2001)に よれば 、90年 代

に入 り、 子 ど もた ちが 学校 で 十分 に学 ん でい ない とい う議 論 が デ ンマ ーク社 会全 体 に起 こ って きた こ とが

挙 げ られ る。 その 一方 で 、現代 社 会 は変化 が 激 し く、 これ までの よう に 「知識 が もは や指 導者 に集 中 した

もの では な」 く、 人 々が仲 間 と協 力 した り、専 門分 野 を超 え、多 方面 に わた る コ ミュニ ケー シ ョンが で き

た り、創造 性 や、 新 しい分 野 を学 ぶ能 力 と意欲 が あ る ことが必 要 に なっ て きてい る。 そ のた め、 これ まで

の よう な学校 の授 業や教 科 の枠 組 み を改 め、社 会 の中 で必 要 とされ る能力 を養 うの に適 した、新 しい学 校

の枠 組 み を作 り出 そ う とい うね らいが あ る とい う。2000年 代 に入 って か ら も、多 くの 自治体 で は、 新 た な

学 校の枠 組 み や授 業形 態 に よって 、子 ども一 人 ひ と.りの適性 や能 力 に応 じた教 育 を行 うプロ ジェ ク トを立

ち上 げて いる。

(2)学 校 内 で活 動 す るペ ダ ゴ ウ

ペ ダ ゴウ とは既 述 の よう に、就 学前 及 び就 学児 童 を対 象 と した専 門職 で あ り、子 ど もの生 活 を支援 し、

養 育す る こ とを 目的 と して主 にケ ア施設 で働 く職 員 の総 称 で ある。 日本 の保 育士 と異 な る点 は、 ペ ダ ゴ ウ

が担 当 で きる子 ど もの年 齢 が0歳 か ら18歳 まで で あ り、 就学 前 だ けで な く、`就学 児 童 や障害 及 び精神 的 に

問題 を抱 えてい る子 ど もも対 象 と してい る点 であ る 。

ペ ダ ゴウを養 成す る ため の機 関 は、1930年 代 に初 め て設立 され てい るが、 そ れ ら も当初 は、 フ レーバ ル

や モ ンテ ッソ ー リの思想 につ いて学 ん だ り、影響 を受 けた 人 々に よっ て設立 された もの で あ った。 これ ら

の養 成機 関 は、設 立 当初 か ら運営 費 の一 部 を国 か ら支援 されて はい た もの の、教 育 課程 や運 営 に関 して は

独 自 に行 ってい た。 そ の後 ペ ダゴ ウ養成 機 関が公 的 な教 育機 関 となっ たの は1950年 代 で あ る。1951年 に乳

幼 児 専 門のペ ダゴ ウ養成 課程 、1953年 に保育 所 、学 童保 育所 のペ ダ ゴウ養成 課程 が 公的 な教 育機 関 となっ

て いる6今 日で は、 これ まで 別個 に存在 して い た養成 課 程、即 ち、乳 幼児 託 児所 、保 育所 、 幼稚 園学級 の

担 任 、学 童保 育所 、 青少 年 ク ラブ、 そ して障 害 を持 つ子 ど もや児 童 養護 施設 で それ ぞれ働 くペ ダ ゴウの養

成 課程 の 区別 が廃 止 され 、全 て統 一 され た。現 在 で はペ ダゴ ゥ養 成課 程 で3年 半 の教 育(内 藍5ヶ月 の実習

を含 む)を 受 け、 最終 的 に 自分 で専 門を選 ぶ とい う方法 が とられ てい る。

さて、 本論文 で扱 うペ ダゴ ウは、主 に学 校 内で 活躍 す るペ ダゴ ウであ る。具 体 的 には 、幼 稚 園学 級 を担

当す るペ ダゴ ウと、学 校 内 に設置 されて いる学 童 保育 所 や、 地域 に ある 「余 暇の 家」 と呼 ば れ る学 童保 育

所 で働 くペ ダ ゴウで あ る。幼稚 園 学級 を担 当 す るペ ダ ゴ ウ(以 下 、'幼稚 園学級 担 任)は 、幼稚 園学 級 の子

どもた ちの普 段 の授 業 を担 当 してい る ので 、 どち らか とい えば教 師 と近 い役割 を果 た して い る とい える。

80年 代 か ら90年 代 にか けて、 幼稚 園学 級 は子 ど もが保 育 所で の生 活 か ら学校 で の生 活 に慣 れ るた め の重要

な期 間 と して位 置 づ け られ る よう にな り、そ れ に伴 って 、保 育所 のペ ダゴ ウや1年 生 担 当の教 師 と緊密 な

連 絡 関係 をとる よ うな取 り組 み を行 う と ころ も出 て きて い る。幼稚 園学級 担任 は普段 、授 業 を担 当 し、教
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師 と同 じ職員 室 を利 用 して い る。 彼 らはペ ダ ゴウで はあ って も、 教 師 と して 自らの役 割 を認識 して いる こ

とが 多 い。

一 方
、 学童 保育 所 で働 くペ ダゴ ウ(以 下、 学童 ペ ダ ゴ ウ)は 、 就学 児童 を対 象 に した ケ アや レクリエ ー

シ ョンを担 当 してい る。 彼 らの活 動 は、例 えば木 工 や粘 土細 工、 裁縫 、料 理 、ス ポ ー ツ、様 々 な種 類 の遊

びや テ ーマ に沿 っ た活動 な どで あ る。そ してそ れ らの活動 は学校 とは完全 に区別 されて お り、学童 保 育所

が学 校 内 に設 置 され てい る場 合で も、教 師 と学童 ペ ダ ゴ ウが 日常 的 に交流 した り、意 見 を述べ 合 っ た りす

る とい う こ とはほ とん ど行 われ て こなか った。 しか し、90年 代 の 一連 の 改革 の 中で 、2つ の組 織 が子 ど も

の生 活 に一貫 性 を もた らす こ とを 目的 と して協 力 し合 うこ ととな る。

(3)就 学 前 後 の 教 育 とケ ア の 連 携

就学 前 後の 教育 とケ アが どの よ うな連携 を行 うこ とにな ったか を述 べ る前 に、 連携 が行 われ る よう にな

った背 景 と考 え られ るい くつ かの 理 由 を取 り上 げて みた い。 その 一つ が あ る学 力 調査 の結 果 であ る。1994

年 に北 欧4ヶ 国 の学 力比較 調査 が 行 われ 、デ ンマ ー クの10歳 児の 学力 、特 に読み 書 きの 能力 が最 下位 で あ

った 、 とい う結 果 が 出て い る(Olsen,200D。 それ以 降 デ ンマ ー クで は、 低学 年 や幼 稚 園学 級 で の教 育 内

容.に関す る議論 が 活発 にな り、近 年 では 、 これ まで任 意 であ った幼稚 園学 級 の就 学 を義務付 け るべ きだ と

い う議論 や 、幼 稚 園学 級 の授 業 の ガ イ ドラ イ ンを教育 省 が作 成 す るべ きだ、 とい う議 論 が お こ って いる 。

以 前 は読 み、 書 きの学 習 は1年 生 に入 る まで は行 わ れ なか ったが 、近 年 では幼 稚 園学級 を1年 生へ の準 備

期 間 と して位 置づ け 、時 間 をかけ て基礎 を作 る段 階 と考 えてい る学 校や 教育蘭 係 者 は多 い。

さ らに、1996/1997年 に は、全 国 調査 『落 ち着 きの ない 子 どもた ち につ いて の調 査 』 が全 国 的 に行 わ れ

てい る。 この 調査 の結 果 、学校 の 規模 や都 市 、地 方 に関 わ らず、 幼稚 園学 級 と1年 生 で教 師 やペ ダゴ ウの

話 が 聞 けず好 き勝 手 な行動 をす る子 どもの割 合が 最 も高 い とい う結果 が 出て い る。 これ ら落 ち着 きのな い

子 ど もの特徴 と して は、 「集 中力 が他 の子 と比 べ て弱 い子 」 「学 力 的 に弱 い子」 「家族 の事 情 な どで情緒 不

安 定 な子」な どが挙 げ られ、また移 民 や難民 の子 ど もな ど、家庭 と学 校 との文 化 に著 しい 差 があ る場 合 も、

落 ち着 きが な い こ とが あ る と述べ られ てい る(Egelund,1997)。 これ らの こ とか ら、学 校 は 「子 どもの し

つ け を も引 き受 け る必 要性 が 高 ま って い る」 と言 わ れ、 「学 校 の授 業 にお い て、社 会的 な問 題 を扱 う こ と

に よっ て、授 業 が ス ム ーズ にすす む」 と多 くの学 校 が判 断 す る よ うに な って きてい る とい う(Zeuner,et

a1.2001,p130)。 これ ら90年 代 半 ば ごろか らの調査 結 果 な どを踏 ま え、特 に学 校 入学 前 後 の時期 にあ る子

ど もの学 習、生 活へ の関心 が本 格 的 に高 まっ たので は ない か と考 え られ る。

フ ォル ケ ス コー レ2000

学童 ペ ダゴウが 学校 の教 師 と協 力す る ことに なっ た最 も大 きな きっか けは 、匪997年の教 育省 、 自治体 連

合 、教 員組 合 に よる 「フ ォル ケス コー レ2000」 とい う プロ ジェ ク トで あ る。 この プ ロジ ェ ク トには学校 改

革 の 課題 と して8つ の プ ログ ラム が掲 げ られ てお り、全 国 か ら蓋70の市(6が 参加 して い る。 そ して この 中

で 最 も多 くの市 が 優先 的 に取 り組 ん だのが 「重 点5.良 い ス ター トを一 共通 の基 盤"Fokuspunk6.Eng(xI

start-detfa藍垂esgrundlag"」 とい う、就学 前 後 の子 ど もに関す る プ ログ ラムで あ った。 この プ ログ ラムで は、

幼稚 園学級 担 当の ペ ダ ゴウ、低 学 年担 当 の教 師、 そ して学 童 ペ ダ ゴウが、 学校 の授 業 を含 む様 々 な活動 に

お い て、 よ り積 極 的 に協 力 し合 い交 流 を深 め てい くこ ととな った。

具体 的 な連携 の 形態 は大 き く2つ に分 け られ る。 それ らは1)乳 幼 児施 設 と学校 との 関係 、2)学 校 入

学後 の授 業 と放 課 後 との 関係 であ る。1)で は、就 学前 の子 どもが 、約5年 間ケ ア施 設 を利用 した後学 校

に入学 す る とい うパ ター ンが 一般 的 であ る こ とか ら、 学校 と保 育施 設相 互 の 関連 を意識 し、共 通 の 目的 を

持 っ て対 話 や よ り調和 の取 れ た協 力 を行 う必 要性 が ある と してい る。 一方2)で は、低 学 年 の子 どもの授

業 時 間が ほ とん ど午前 中 で終 わ るた め、学 校 での授 業 時 間 とほ とん ど同 じだ け学童 保 育所 で過 ご してい る

とい う現 状 か ら、学 童 保育 所 が子 どもの生 活 に与 え る影響 は大 きい と考 え られて い る。 そ して、学 校 の授

業 と学 童保 育所 で の活 動が 、子 ど もに とって よ り良 い学習 、発 達 条件 を形 成 す るた めの もの と して、 互 い

に子 ど もの最善 の発 達 を保 障す る ため に、よ り一 貫性 の あ る枠 組 み を形成 しよ う とい うの が ね らいで ある。
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本 論文 で は紙 幅 の都合 か ら、特 に2)の 学校 入学前 後 の授 業 と放課 後 との 関係 につ い て、学 校 で活躍 す る

ペ ダゴ ウが教 師 と具体 的 に どの よ うな連 携 を してい る のか を中心 に述 べ てい く。

学 校 と放 課 後 をつ な ぐ取 り組 み

連携 の パ ター ンは2つ あ り、一 つ は年 に数 回、教 師(幼 稚 園学 級担 任 含 む)ど 学童 ペ ダゴ ウが 共 同で 会

議 や学 習 会 を開 き、子 ど もの様 子 につ いて 話 し合 うとい う もので ある。 そ して もう一つ は、 日常 的 に、学

童 ペ ダ ゴウが学 校 の授 業 に参加 した り、教 師 と一緒 に授 業 を行 った りす る とい う取 り組み で あ る。これ は、

例 えば教 師が教 科 指導 に集 中 して授 業 を進 め る一方 で 、学童 ペ ダゴ ウは子 どもた ちが授 業 中 にう ま くや れ

てい るか 、友達 関係 は うま くいっ てい るか 、 とい った点 に注 意 してい る。

学童 ペ ダゴウが 日常 的 に授 業 に加 わ る学校 で は 、 これ までの授 業 時 間 を増 加 させ 、低 学年 で も午後2時

頃 まで延長 してい る と ころが 多い 。 これは単 に授 業 時 間 を増 や した とい うこ とで はない 。学校 の時 間 を延

長 した こ とに よ り、休 み時 間 を連続1時 間 と し、子 ど もた ちが十 分遊 びに も集 中で きる よう に とい う こ と

も考慮 されて い る。 また、 学童 ペ ダゴウが授 業 を担 当す る 中 には、・様 々な遊 び の要素 が含 まれ るが、 遊 び

と学 び を組 み 合 わせ 、 子 ど もが これ までの ように 、机 に座 って与 え られ た課 題 を同時 に行 う とい うパ ター

ンとは異 な った学 習形 態 もとられ てい る。 さらに授 業時 間 も、45分 で区 切 らず に例 え ば90分 連続 す る こ と

で 、一 つの教 科 に集 中 して取 り組 め る よ うな試み もな されて い る。

4.具 体的な取り組みから

ケ ア施設 の発 展 と学校 教 育制 度 の変化 お よび近年 の傾 向 につ い て述 べ て きたが 、具 体 的 には フ ォルケ ス

コ ー レで は どの よう な取 り組 みが 行 われ て いる の だ ろ うか 。筆 者 は既 に述 べ た 「フ ォルケ ス コー レ2000」

の 取 り組み を採 用 した 自治 体 の中 か らい くつか を選 び 出 し、実際 に訪 問 して そ の取 り組 み につい て調査 を

行 った。以 下 はそ の調査 に よ6て 明 らか に した こ とで あ る。

・調 査 の 概 要

筆 者 は2002年3月6Bか ら3週 間 デ ンマ ー クに滞 在 し、5つ の フ ォル ケス コー レを訪 問 して い る。 これ

らの学校 は、保 育所 と学 校 との連 携 を行 っ てい る学校 か、学 校 と学童 保 育所 が連 携 を行 って い る学校 で あ

る。筆 者 は各学 校 に2、3日 ず つ滞 在 し、幼 稚 園学級 と低学 年 の授 業 、学 童 保育 所 の活動 を観察 した。 そ

して幼稚 園学 級担 任 、低 学年 担 当の教 師 、学 童ペ ダゴ ウら にイ ン タビュ ーを行 っ てい る。

イン タビュ ーで は まず 、授 業 や放 課後 の活 動 を観 察 した後 、その 内容 につ い て質問 す る こ とか ら始 めた 。

そ して幼 稚 園学級 担 任 と低学 年担 当の教 師 に は、保 育所 や学 童保 育所 と連 携 を始 め る前 と後 で何 か変 化が

あ った か、 そ の変化 は どの ような影響 を及 ぼ したか 、問 題点 は何 か とい う点 を中心 に質 問 した。 また筆 者

は 同様 の質 問 を学童 保育 所 のペ ダゴ ウに も尋 ね た。特 に学童 ペ ダ ゴウ には、彼 らが学 校 の 中で活動 す る こ

とに どの よ うな印 象や考 えを持 っ てい るか とい う点 につ い て尋 ねた。 イ ンタ ビュー は全 てデ ンマ ー ク語 で

行 い、筆 者 自身が イ ン タビュ ーの内容 を録音 し翻 訳 してい る。 イ ン タビュ ー対 象 者 の名前 は全 て 匿名 と し

て い る。 なお 、本論 文 では 、紙 幅の都 合 上一 つ の学校 の 取 り組 み につい て述 べ、 その 後他 の学 校 の教 師 や

ペ ダゴウ らに よる発 言 を取 り上 げて検 討 して い くこと とす る。

(1)ヴ ァ イ レ市 の 「全 体 学 校 」 取 り組 み 概 要

ヴ ァイ レ市 はユ トラ ン ド半 島 の東側 に位 置 し、 人 ロ約5万5000人 で あ る。 ヴァイ レ市 で は1990年 代 始 め

頃 か らい くつか の学校 や保育 所 、学童 保 育所 な どで 、教 職員 や子 ど も同士 の 交流 を行 ってい た とレyう。90

年代 後半 にな って フ ォルケ ス コー レ法 の 改正 や 「フ ォル ケス コー レ2000」 プロ ジ ェク トな どに よ り、 市 の

教 育 局 で も就 学前 後 の ケア施 設 と学 校 との連携 につ いて 関心 が高 まった 。そ して1999年 に学校 を中心 と し

た就 学 前後 の連携 に対 して予 算 を計 上 し、3つ の学 校 で試 験 的 に取 り組 み を開 始 した。 この取 り組 み は
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「全体 学校(Helhedsskolen)」!7と 呼 ばれ る。 「全 体学 校」 が 開 始 され る と、 す ぐに ヴ ァイ レ市 の他 の 学校

で も関心 が高 ま り、市 は2002年 か ら全 て のフ ォル ケス コー レで 「全 体学校 」 の取 り組 み を取 り入 れ るこ と

を決定 した。

ミ ュ ル ホ ル ム ス コ ー レの取 り組 み

ヴァイ レ市 にあ る ミュ ルホ ルム ス コー レ(MolholmSkole)は 、児 童 数596人(2002年 〉 で市 内で は比 較

的 大 きな学校 で あ る。 「全体 学 校」 は、幼 稚 園学級 か ら3年 生 まで が対 象 で、1年 生 か ら授 業 時間 の約 半

分 を学童 ベ ダゴ ウが 担 当 してい る。 また この学校 は 「全 体学校 」 で学 校 と学童 保 育所 が効 果的 な協 力 を行

える よ うに、低 学年 の教 室 の隣 に学 童保 育所 の 一部 の部 屋 と学童 ペ ダ ゴ ウの事 務室 を設 置 してい る。 これ

に よ り、朝 や休 み時 間 に、学 童 ペ ダ ゴウた ち は授 業 を担 当 して い ない時 で も、子 ど もの様 子 を見 た り、 声

をかけ た り、 また一 緒 に遊 んだ りで きる ように なっ た とい う。

【「全 体 学 校 」 の 朝 】

低 学年 の ク ラスで は 、朝 また は終 業時 間 に教 師が 一人 ひ と りの 子 ど もに、放 課後 学童 保育 所 に行 くか ど

うか を確 認 す る。何 時 に誰 と帰宅 す るか を子 ど もに尋 ね 、そ れ を書 いた リス トを学 童保 育所 の事務 室前 に

掲 示 す る。 この こ とに よ って、学 童 ペ ダ ゴウは一 人 ひ と りの 子 ど もの予定 を確 認 し、放 課後 か ら帰 宅時 ま

で責 任 を持 っ て子 どもた ちを預 か る こ とが で きる。 ま た、教 師 も子 どもた ちが放課 後 どの ような生 活 をす

る のか を知 る機 会 にな る。

【「全 体 学 校 」 の授 業 】

「全 体学校 」 で は一週 間 の授業 時 間 は30時 間 であ る。 これ は 「全体 学校 」 を採用 してい な い学校 に比 べ

て5時 間 か ら10時 間多 い。午 前 中で授 業 が終 わるの が一般 的 であ る低 学年 に とって、午 後2時 まで授 業 が

あ る とい うの は、 かな りの時 間増 で あ る。 この うち約半 分 は学童 ペ ダ ゴウが担 当 してい る。学 童ペ ダゴ ゥ

は単 独 で授 業 を担 当す る時 もあ れ ば、教 師 と2人 で授 業 をす る時 もあ り、そ れ は学 習 す るテ ーマ や内容 に

よって異 なる。 学童 ペ ダゴウ は主 に音楽 や 図画 ・工作 な ど創 造的 な教 科 を担 当す る こ とが 多 い。一 方教 師

と一緒 に授 業 をす る場合 は、彼 らは子 どもた ちが授 業 につい て いけ てい るか どうか、 問題 を抱 え てい る子

ど もは い ない かな どに目 を配 り、課 題 に取 り組 めて い ない子 ど もに寄 り添 って話 を した り、一 緒 に課題 に

取 り組 ん だ り して いる。

ミュル ホル ムス コー レで は、授 業 時 間 を拡 大 し、90分 をひ とま とま りとす る こ と もあ る。授 業 の区切 り

を少 な くす る こ とで、 一つ の課題 に よ り集 中 して取 り組 め、 学習 を深 め る こ とが で きる とい う。 また 、午

後 か らの授 業 を 「プ ロジ ェク ト/テ ー マ学 習」 と名 づ け、教 師 と学童 ペ ダゴ ウが様 々な教 科 の内容 を総 合

した授 業 を してい る。ペ ダゴ ウの担 当す る授 業 で は、子 ど もた ちは 自由 に友達 の机 の周 りを歩 き回 って話

を した り、学 童 ペ ダ ゴウ に飾 りや詩 を見 せ に行 った り してい た。 学童 ペ ダゴウは子 ど もたちの 前で何 か を

全体 に向 けて指導 す る とい う よ りは 、一 人 ひ と りが取 り組 んで い る様 子 を見 て 、声 をか けて いた。

【「全 体 学 校 」 の休 み 時 間 】

「全体 学校 」 で は、授 業時 間 だ けで な く、 休み 時 間 に も特 別 な意味 が ある とい う。 ヴ ァイ レ市で は、1

回 の休 み時 間 を30分 か ら1時 間 とる よ うに決 め てい る。休 み 時間 を長 くす る こ とで、時 間 を短 く区切 って

い た時 よ りも子 ど もた ちが遊 びに集 中で きる よ うに、 とい うのが ね らい であ る。 ミュル ホル ムス コー レで

も、午 前 中 に30分 、 昼 に1時 間30分 の 昼食 兼 昼休 み を設 け てい る。 休 み時 間 は子 ど もた ちが 友達 と一緒 に

遊 んだ り、ひ とつ の遊 びか ら次 の遊 びへ と移 った り、喧嘩 を して も自分達 で解 決 す る ことがで きるだ けの

時 間が確 保 され てお り、 その よう な時間 も 「全 体 学校」 で重視 され てい る学 習の一 つ であ る と校 長 は語 っ

て いる。

～
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【放 課 後 お よ び ペ ダ ゴ ウ の 活 動 】

.「全 体学 校 」 が 午後2時 に終 わ る と、 ほ とん どの子 どもた ち は引 き続 き学校 内の 学 童保 育 所へ 移 動 し、

そ こで親 が迎 えに来 る まで の時 間 を過 ごす。 ミュル ホル ムス コー レで も幼 稚 園学 級 か ら3年 生 までの90%

以上 が学校 内 学童 保育 所 を利 用 してい る。

学 童ペ ダ ゴウ らは、 「全 体学 校」 の プ ロ ジェ ク トに加 わ る以前 は、午 前 中(8は 会 議 や午 後 の活動 の準 備

をす る時 間 としてい た。 しか し 「全体 学校 」 が始 まって か らは、 午前 中 にペ ダゴ ウ も学校 の授 業 に加 わ る

こ ととな り、授 業 に参 加 しないペ ダゴウの みが 、準 備や 会議 を した り、午 後 にや って くる子 どものた め に、

おや つ を作 って待 ってい る。 一方 、授 業 に参 加 して い るペ ダ ゴウ も、放課 後 引 き続 き学童 保 育所 で子 ども

と関 わ ってい る。 彼 らは午後2時 にな る と、教 室 か ら学童 保 育所 に移 動 して い く。 この こ とは、彼 らが学

.校で の子 ど もの様 子 と放 課後 の様 子の 両 方 を見 る こ とが で きる とい う こ とを意味 してい る。夕 方 親が迎 え

に来 た時 に は、学 童ペ ダゴ ウは子 ど もの放 課 後の様 子 と と もに、授 業 中 の様 子 や教 師 の意 見 な どにつ い て

も、親 に伝 え る こ とが で きる。親 た ちは、 「全 体学 校 」 に よ って、 学童 ペ ダゴ ウか ら、授 業 中や学 校 で の

子 ど もの 日常 的 な様 子 を聞 くことがで き、 満足 してい る とい う。

子 どもた ちは午 後2時 にな る と、学 童保 育所 の部 屋へ 移 動 し、ペ ダ ゴウが準 備 して くれ たお や つ を食 べ 、

その後 それ ぞれ好 きな遊 び に取 りかか る。 集 団遊 び や大 人 が リー ドす る よ うな遊 び は ほ とん ど行 われず 、

子 ど もた ちが それ ぞ れ仲 間 と 自由 に遊 ぶ のが 一般 的で あ る。遊 具 に はゲ ーム や塗 り絵 、 コ ン ピュー タな ど

が あ り、 その他 に も音 楽 、木工 、 紙工 作 、手 芸、絵 画 な どもで きる よ うに道 具が揃 って い る。子 どもた ち

の希望 や季 節 の行事 に合 わせ て、様 々 な活動 が で きる ように なって い る。

【「全 体 学 校 」 に 対 す る 教 師 や ペ ダ ゴ ウ らの 思 い 】

この協 力 や子 ど もの 変化 につい て、教 師やペ ダ ゴウ らは どの よ うに考 えて いる のだ ろ うか。 あ る幼稚 園

学 級担 任 は 「全 体学 校」 に よって 、授 業時 間が 増 えた こと、学 童 ペ ダゴ ウや1年 生 の担 任 と協 力 しなが ら

授 業が で きる ように なっ た こ とにつ い て、以 下 の よ うに語 って い る。

今 まで誰 と も協 力せ ず一 人 で授 業計画 を立 てて きた け れ ど、今 は学童 ペ ダゴ ウが 来 て週 に13か ら14時 間

担 当 して くれて い る。2人 で 一緒 に子 ど もにつ い て話 し合 える こ とは 良い 機会 だ と思 って い る。「私 は こ

う思 うけ どあ な た は?」 「私 は これが 気 に なる ん だけ ど、 あ な たは?」 とい う感 じで 話 がで きるか ら。 そ

して授 業時 間が 増 えた ことで 、子 どもた ち を急 がせ な くて もよ くな った こ と も 「全 体学 校」 に変 わっ て よ

くな った こ とね。子 ど もと一緒 に十 分 な時 間 を持 って取 り組 める し、子 ど もたち も物事 をや り遂 げる こ と

が で きる よ うにな った か ら。

そ して、1年 生 の 担任 との協力 につい て も、以 下 の よ うに評価 してい る。

1年 生 の担 任 が週 に2時 間 うち の クラス に来 て、授 業 を担 当 して くれた り、子 ど もた ち と一緒 に昼食 を

食べ た り してい る の。 その時 に私 と彼女 は子 ど もの 様子 につ いて話 し合 い ます。1年 生 にな る数 ヶ月前 の

保護 者面 談 の時 に は、彼 女 も同席 して話 を して くれ ます 。彼 女 は子 ど もの状 態 につ い て細 か く色 々な こ と

を聞い て くれ るか ら とて も協 力 しや す い。子 ど もたちが1年 生 に なっ てか ら も彼 女 は しば ら くの 間は私 の

ところ に来 て くれて 、子 ど もの様 子 につ いて色 々尋 ねて い き ます 。

また、 あ る学童 ペ ダゴ ウは、教 師 や幼稚 園学 級担 任 との協 力 につ いて、以 下 の ように語 って い る。

教 師 と学童 ペ ダゴウ は、 それ ぞれ違 う視点 で子 ど もを見 てい るの です 。 それ は大切 な こ と。 そ うす る こ

とで 、子 ど もの全 体 像が 見 えて くる。私 達 は子 どもの全 体像 を教 育 の場 面 だけ か ら得 る こ とはで きない で

し ょう。 子 ど もた ちが どん なふ うに遊 んでい るか、 友達 関係 は どうか、 うま くや れ てい るか 、 な どか ら も

見 るこ とがで きる。
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上述 の幼稚 園学級 担 任 同様 、学童 ペ ダゴ ウ も2つ の異 なっ た視点 が あ る ことで、 子 どもの こ とを多方 面

か ら理解 す る こ とにつ なが る と述べ てい る こ とが わか る。 で は、教 師 と学童 ペ ダゴ ウの視点 が どの よう に

異 な るの か、 とい うこ とについ て、 同学 童ペ ダゴ ウは以 下の ように答 え てい る。

教 師 は子 ど もに何 か 決 まっ た こ とにつ いて教 え る とい う こ とが仕 事。 つ ま り教師 は子 ど もを客体 と して

見 て いて、 課題 を見 つ けて教 えてい く とい う仕事 。 一方 、学童 ペ ダゴ ウは、子 ど もを主体 と考 えて動 く。

この学 童 ペ ダ ゴウは 、 さ らに、教 師 は計画 を立 て、到 達す べ き目標が あ り、 それ に従 って子 ども を導 い

てい く とい う仕 事で あ る一方 で 、学 童ペ ダゴ ウは その よ うな方 法 には慣 れ てお らず 、何 か物 事 が起 これ ば

そ れ にその都 度対 処 す る形 で子 ど もた ち と関 わる とい う方法 を とって いる とい う。 しか し、 彼 らが教 室 の

中で 、教 師 と協 力 しなが ら も授 業 を担 当す る とい う こ とにな る と、 そ の方法 だけ を続 けて い くわ けに はい

か ない。

私 た ちが授 業 で子 ど もと関 わる時 、普 段 とは別 な方法 で取 り組 ま な くて はい け ませ ん。授 業 に は計 画 が

あ って、 到達 しなけ れ ばい けな い 目標の よ うな もの があ る。`そうい うや り方 に私 た ちは慣 れ て い ない。 こ

れか らは慣 れ て いか な くて はい け ない けれ ど。 で も一方 で教 室 に は教 師 が い るで しょう。 だか ら私 た ちは

違 った分野 の 専 門家 と して、 そ の特徴 もいか さない とい け ない 。そ して 午後2時 にな った ら、学 童保 育 所

での 本来 の活動 が 待 って い るので す。

この よ うに、 この学 童 ペ ダ ゴウは 、本 来 な らば子 ども との関係 は教 師 とは異 な る もの で あ り、そ れ を生

かす こ とで、2つ の異 なる視 点 か ら子 ど もを理 解 す る こ と につ なが る 、 と述 べ る 一方 で 、教 室 の 中 で は、

既 に決 ま った時 間の流 れ 方、 あ るい は大 人 と子 ど もとの 関係 の持 ち方が あ り、 それ を受 け入 れ た上 で、独

自性 を発 揮 しなけ れ ばい け な い と述べ てい る 。 さら に、午 後2時 に な る と、 「本来 の 活動 が待 って い る」

とい うこ とか ら も、 学校 や教 室 の中 での 自分 た ちの仕 事 と、 学童 保 育所 で の仕事 は、全 く同 じもの で はな

い と認 識 して い る よ うで あ る。

(2)様 々 な教 師 や ペ ダ ゴ ウの 発 言 か ら

以 上、 ミュル ホ ルム ス コー レの取 り組 み と教 師、 ペ ダ ゴウの 意見 につ い て述べ て きた。筆 者 は既 述 の よ

うに、 その他4つ の 学校 と学 童 保育 所 を訪 問 し、教 師 とペ ダ ゴ ウ らにイ ン タビュ ー してい る。 ここで は紙

幅の都 合 上具 体 的 な取 り組 み につ いて は省略 す るが 、他 の学 校 で もミュル ホル ムス コー レと同様 の取 り組

みが行 われて い る。 そ こで、 この よ うな取 り組 み を行 って い る教 師 とペ ダゴ ウの発 言か らい くつか を取 り

上 げ 、連携 に よって見 えて くる教 師 、ペ ダゴ ウそれ ぞれ の役 割 と、連 携 活動 の 中で期 待 されて い る もの は

何 か 、 とい う視 点 か ら検討 を加 えて い きたい。

教 師 と学 童 ペ ダ ゴ ウ そ れ ぞ れ の 役 割

あ る学 童 ペ ダゴ ウは、 市 の行 っ た 「『全 体学 校 』 に よっ て子 ど もの 毎 日の生活 に一貫 性 が もた ら さμ る

よ うに なっ たか」 とい うア ンケ ー トの 中で、 教 師の ほ とん どが 「はい」 と答 えた一 方で 、学 童 ペ ダ ゴウの

ほ とん どが 「い いえ」 と答 え た とい う例 をだ して 、以 下の よう に述 べ てい る。

「全 体学 校」 と言 うな らば、本 来 は8時 か ら14時 まで で は な く、17時(学 童保 育 所が 閉室 す る時 間)ま

での はず な んです 。教 師 と学 童 ペ ダ ゴウ とは＼ 子 ど もの 生活 時 間の捉 え方が 違 うの だ と思 う。 だか ら 「全

体 学校 」 と言 った時 に イメ ー ジす る もの も違 う。教 師 に とって は14時 までが そ うで あ り、私 た ち に とって

は17時 まで なん です 。 この よ うな考 え方 の違 い を一 つず つ確 認 して いか な い と、教 師 とペ ダ ゴウは相 手 を

誤 解 して しま う。(V市 、学童 ペ ダゴウ)
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これは 、 「全体 学 校」 とい う もの じた いが 、学 校 を活 動 のベ ー ス と して、 学童 保育 所 及 び学 童 ペ ダ ゴウ

を学 校 とい う枠 組み に部 分 的 に組 み込 んだ、 とい うこ とと関係 してい る。つ ま り、学 童保 育所 で の活動 は、

「全 体 学校 」 とい う枠 組 み の 中に は完 全 には 組み 込 ま れて お らず 、学 童ペ ダゴ ウの政 課 後 の活動 や子 ど も

の 放課 後 の生活 は 、「全 体学 校」 とい う枠 組 み か らはみ 出 した もの とな って い るので あ る。 また、・「全 体学

校」 で は、 学童 ペ ダ ゴウが学 校 の授 業 に参加 してい るが 、例 え ば教 師が放 課後 に学童 保育 所へ 出 向 く、 と

い うこ とは行 われ てお らず 、や や一 方通行 な関係 で あ る と もい える。 学童 ペ ダゴ ウ側 か らす れ ば、学校 で

の活 動 を補 完す る役 割 を負 わ されて い る、 とい う印象 があ るの だ ろ う。

一方
、教 師 は学 童 ペ ダ ゴウが授 業 の 中に関 わ って くる こ とにつ いて 、以下 の ように語 って い る。

学 童 ペ ダ ゴウた ちは 、子 どもがお も しろ い と思 う もの を知 っ てい ます。 そ して それ を授 業 中 に うま く取

り入 れ てい る。 子 ど もた ち も じっ と机 に座 って強 制 的 に課題 を させ られ る よ り も、面 白い とお もった こと

に自 ら向か って い くとい うこ とか ら学 ぶ こ とは多 い はず。(A市 教 師)

また 、 この教 師 は、学 童 ペ ダゴ ウが授 業 に参加 す る こ とに よって、 か え って 自 らの役 割 が は っ き りす る

とい うこ とを以 下の ように述べ てい る。

学 童 ペ ダ ゴウが教室 にい て、子 ど もた ちの様 子 に 目 を配 って くれ る こ とで、 私 は授 業で教 え るこ とに集

中で きる よ うにな りま した。教 師は子 ど もが どの くらい文 章 を読 め る よう にな ったか 、算 数の どのあ た り

でつ まず い てい るか 、 とい う こ とを中心 に考 え ます。 もち ろん実 際の授 業 で は、教 師 と学 童ペ ダゴ ウの役

割 をは っ き りと区別 す る こ とはで きない けれ ど。 学童 ペ ダ ゴウ と協 力 してい く中 で、 それ ぞれ の視 点 か ら

子 ど も一人 ひ と りに必 要 な こ とは何 か を考 え て、話 し合 い を しなが ら子 ども と接 してい ます 。(A市 教

師)

この よ うに、学 童 ペ ダ ゴウが学 校で の活 動 を補 完す る役 割 を負 って い る、 とい う印象 を持 って いる一 方

で、教 師の方 は 、 これ までの教 師 だ けの視 点で はな く、学 童ペ ダゴ ウの視 点や 彼 らの子 ど もとの 関わ り方

が、学 校 で の活動 に生 か され る よ うに なった 、 と考 えて よ り多 面 的 に子 ど もの様 子 を捉 える こ とが で きて

い る と理解 して いる ようであ る。 そ して、 学童 ペ ダ ゴ ウに よる援 助 に よって、 さら に 自らの役 割 を明確 に

で きる、 と も述べ て い る。 既 に述 べ た ミュル ホル ムス コー レの 学童 ペ ダゴ ウの 意見 の 中 に も、教 師 とペ ダ

ゴウの子 ど もに対 す る視点 の違 い と役 割 の違 いが 述べ られて いた ように、学 校 とい う舞 台 で は、彼 らが 一

緒 に活 動 す るなか で 、逆 にあ えてそ の役割 の違 い をはっ き りと意識 す る こ とにつ なが って い る とも言 え る。

(3)連 携 活 動 の 中 で期 待 さ れ る も の は何 か

連携 活動 が行 われ る よ うにな った背 景 と して、90年 代 半 ば に行 われ たい くつ か の調査 結 果が 影響 してい

るの で はない か と述べ た。 そ して 具体例 や教 師 、学 童 ペ ダ ゴウ らの発 言 か ら も明 らか な よ うに、ペ ダゴ ウ

らは学 校 とい う場 にお い て、子 ど もの 学習 環境 や学 習 活動 に影響 を与 えて い る様 々 な面 に配慮 す る役 割 を

担 ってい る よ うで あ る。一 方で 教 師の役 割 が従 来 の もの と どの よ うに変化 して い るの か、 とい う点 は、 こ

の連携 活動 だけか らは うかが い知 る こ とはで きな い。 た だ、学校 で子 どもた ちが 十分 に学 んで い ない ので

はな いか とい う議論 や 、実 際 の調査 結 果 と して 達成 度 が低 い とい う結 果が 出て い る ものの 、再 び以前 まで

の学習 観 や授 業方 法 に逆 戻 りす る こ とに は なっ てい ない と言 え る。 エ ーゲ ル ン ド(2001)が 述 べ てい る よ う

に、現 代社 会 の知識 観 が変 化 し、社 会 の中 で生 きてい くた め に必 要 な 能力 も変 化 して きて い る中で 、学校

で 子 どもが ど う学 ぶべ きか 、 とい うこ とを考 慮 す る と、 これ まで の学校 の枠 組 み に固執 す る こ とな く、逆

に子 どもの学習 が どの よう にす れ ば促 進で きるの か、 とい うこ とを配慮 したの が この連 携 活動 で ある と言

える ので は ないか 。ペ ダゴ ウた ちの中 には 、 この取 り組 み は、 学校 が教 師 を採 用す る よ りもペ ダゴ ウに仕

事 を させ たほ うが 、 コス ト削減 につ なが るため に行 わ れて い る、 とい う意見 もあ る。教 師 とペ ダゴ ウの給

与 に は多少 の差 が あ るの は事実 で あ る。 また、 サ ー ビスの 重複 を避 け るた めの 政策 の ひ とつで あ る と も言
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えるか も しれ ない。 しか し単 に教 師 の数 を増 や す こ とよ りも、放 課後 日常 的 に子 ども と接 して い るペ ダ ゴ

ウが、学 校 で も子 ども と関 わ り、そ れ に よって教 師 や親 た ち と日常 的 に子 ど もの様 子 につ いて 話 をす る こ

とがで きる とい う点 には大 きなメ リッ トがあ る とい え るだ ろ う。 さ らに、 大人 側 に とって も子 ど.もに何 か

問題 が起 こっ た時 だけ に話 し合 う とい.う関係 では な く、日常 的 に子 ど もを きっか けに して互 い に話 をす る、

とい う ことは、 相互 理解 につ なが る とと もに、子 ど もの生 活環 境 に もよ り一貫 性 を もた らす こ とに もつ な

が る。学 校 で教 師が 連携 す る相 手 が 別の教 師 で は な く、ペ ダゴ ウで ある こ との意味 は、 まずそ こにあ る と

い え る。

おわりに

以 上、 デ ンマ ー クにお け る子 ど もケ ア と学校 教 育の発 展 とそり方 向性 、 及 びペ ダ ゴウ を介 した連携 につ

いて 述べ て きた 。子 どもケ アは、 親 の就労 を支 援 す る 目的 か ら、就 学前 後 の子 どもの発 達 に影響 を与 える

重要 な時 期の ケ ア と考 え られ 、 また学 校 での学 習 や生 活 に慣 れ るため の期 間 と して位 置 づ け られ る ように

な って きて い る。一 方で 、学校 は子 どもた ちに一 定 の知識 を与 える場 とい う考 え方 か ら、一 人 ひ と りの能

力 を重視 し、現代 社 会で必 要 な能 力 をい か につ ける こ とが で きるか、 その ため に は どの ような学 習環 境が

必 要 か、 とい う観点 か ら授 業 や教 科 の枠 組 み を変 化 させ てい る。結 果 と して両 者は 、従 来 のそ れぞ れの 目

的 か らで はな く、 子 どもの発 達 や能 力 とい っ た点 を中心 に活 動 を組 み立 て て いる とい え.る。 その 点 では 、

子 ど もケ ア も低学 年 の学校 教 育 も、 同 じ方 向 を向 き始 め てい る と言 え、従 って連 携 を行 うこ とは 自然 な流

れで あ った と も言 えるだ ろ う。

、その 一方 で 、学 校 と学 童保 育 所 で の 日々 の活 動 は 同 じで は ない 。 また あ る学 童 ペ ダゴ ウが 「子 ど もを

『客体 』 とみ る教 師 と 『主 体 』 とみ るペ ダゴ ウ」 とい う例 を挙 げた ように、教 師 とペ ダ ゴ ウの 子 ど もを見

る視 点 も異 なっ てい る。しか し同 じ視 点で は ない か ら こそ 、子 ど もの発 達 や学習 は様 々 な価値 観 か ら考 慮、

評価 され るの で はな いか 。そ して、子 ど もを主 体 とみ て、計 画 、到 達 目標 を持 たず に子 どもに 関わ る とい

うペ ダゴ ウの 視点 は 、教 師の視 点 と合 わ さる ことで、結 果 と して全 体的 、 包括 的 な発 達 、学 習支援 を可能

にす るの で はな いか。

だが、 この よう な子 ど もケ ア と学 校 教育 の連 携 を、 ケ アの教 育へ の統 合 とみ なす ことは危 険 であ る。 デ

ンマ ー クの例 で もケ ア施設 の ペ ダ ゴウが学 校現 場 で活動 してい る とい う点 では 、全 く対等 な連 携 で はな い

と言 え るか もしれな い。 しか し、学 校 の授 業 の枠組 み や内 容の 改革 と並行 し、 ペ ダゴ ウの視 点 を子 ども¢)

学校 での 学習 支援 にいか そ う とい う観 点が あ る こ と も忘 れ て はい け ない 。学 校教 育 は これ まで の教 育 的 な

視 点 、教 師 に よる従来 の授 業 、指導 の枠 組 み に と らわれ.ない こ と、 また子 ども と関 わ る他 の様 々な分 野 と

連 携 す る こと も考 慮 にい れ なけれ ば な らない。 日本 で も、子 ど も一 人 ひ と りの 日常生 活 、学 習環境 に影響

を与 えて い る、様 々 な断片 化 した活 動 を整 理 し、 それ らを互い につ な ぎ合 わせ てい くこ とを、私 た ちは今

後 考 えて い く必 要 が ある だろ う。

【注 】

1)本 論文では 「保育」の代 わ りに 「ケ ア」 とい う言葉 を用いる。その理由は、 日本では 「保育」 という言葉が就

学前の子 どもを対象 としたサ ービス を表す のに用い られることが一般的であるためである。本論文では就学児

童対象の保育 も総 合 して扱 うため、「保育」 よ りも 「ケア」 という言葉が適す ると考える。

2)自 治体 による研修 を受けた者が 自宅で数人の子 どもを預かる制度。

3)地 域に よって は乳幼児託 児所が な く、家庭 的保育だけが3歳 以下の子 どものケアを担 っている というところ も

ある。

4)日 本の小学校 と中学校 を合わせ た基礎学校Q

5)デ ンマー クには子 どもが教育 を受ける権利 はあるが就学義務 はない。親に教育責任があ り、フ ォルケス コー レ

と同等の教育 を受け させ ることがで きるな ら、就学 しな くて もよい と憲法で定め られている。親が フォルケス

コー レでの教育 よりも、自らの信条 や教育観 にもとつ いたブリス コー レ(fnskole)を 設立することも可能であ
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る。

6)デ ンマークで は、初等教育及び子 どものケア施設は、 コムー ネと呼ばれる市 レベルの自治体の管轄 と.なってい

る(全275市)。 政府は法律 によって大 まかな枠組 みを規定 しているが、学校の授 業カリキ丘ラムや授 業時間数、

ケアサービスの詳細 については、 コムーネ と各学棟、ケ ア施設および、運営委員会(bestyrelse)に よって決定

される仕組み とな っている。運営委員会 とは各学校やケ ア施設に設置が義務付け られていて、子 どもの親が メ

ンバ ーの過 半数を占めてお り、学校や施設 の運営 について具体的な発言及び決定権があ る。

7)こ の名前は 「子 どものケア施設 と学校での 日常生活 を互いに関連 させ、そ こで行われる活動が全体 としてひと

つの まとまりか らなるように」 とい う 「フォルケス コー レ2000重 点5.良 いス ター トを一 共通 の基盤」の中

の構 想 か ら名 づ け られ て い る と考 え られ る。他 市 で も同様 の 取 り組 みが あ り、 そ れ ら.は 「全 日学 校

(Heldagsskden)」 「遊び と学 び(legog蓋a血g)」 「学校ス ター ト(skolesta並)」な どと名づ けられている。

8)一 般的 に、学童保育所 は始業前 も開設 してお り、午前6時 半 ごろか ら授 業開始 まで学童保 育所 で過 ごす子 ども

もいる。
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InDenmarktheyhavedevelopedthechi且dcaresystemthmughs㏄ialmovementsandrefb㎜sover50
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chlldrenfortheirdevelopment.Ontheotherhand,schoolshavealsochangedtheirteachingstrategiesthrough

severalrefbrms.Theyarenowpayingmoreattentiontoleaナningenvironmentfbrchildreninolder .toassuretheir

individualacademicdevelopment.

Sincel99αs,childcaπeinstitutionsandsbhoolsinDenmarkhavestartedcoH註borativeactivitiestoc箪eate

coherenceinchildreガsda晦lifb.Teachersand"Padagogs",whoarethequaliflφdpersonne1.inchi1φcare,wo汰

togetherinclassroom.In.thisway.padagogspayattentiontochi韮dpen'slivesduringclassesaswellasafterschooL

Thisarticleaisodiscussesthepossibilityofthepadagogsnewmle敦)bridgethetwosystems.
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